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　人ロの動き

　3月1日現在
男5、167（一9）

女5265（＋8）
計10‘432（一1）
世帯数　a352（一3）

（）内は前月との比較

発行川西町・町長根津正三編集企画室広報係小海正隆定価1部5円印刷自南風社
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“
成
果
あ
っ
た
”

飲
酒
運
転
追
放
一
〇
〇
日
運
動

　
　
　
氏
名
公
表
該
当
者
な
し

昨
年
十
一
月
十
｝
日
か
ら
、
先
月
十
八
臼
ま
で
の
一
〇
〇
日
間
行

わ
れ
た
、
飲
酒
運
転
追
放
運
動
は
、
氏
名
公
表
の
該
当
者
が
な
く
、

そ
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
酒
よ
い
に
い
た
ら
な
い

け
れ
ど
も
、
酒
気
お
ぴ
運
転
で
検
挙
さ
れ
た
人
は
三
人
あ
り
ま
す
。

　
最
も
悪
質
と
い
わ
れ
る
飲
酒
運
転
は
今
後
と
も
町
民
総
ぐ
る
み
運

動
で
根
絶
し
た
い
も
の
で
す
。

　
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
る
な
ら
飲
む
な
の
合
こ
と
ば
で
、
み
ん
な

で
監
視
し
追
放
い
た
し
ま
し
よ
う
。

50年交通安全年間スローガン

3月の休日救急医　　（急患以外はご遠慮を）

日庭野医院2－2711　21日大島医院2－2957
日至誠堂医院2－3276　30日十日町病院2－3161

　　　　　午前9時から午後5時まで
φ

〈運転者向け＞

◎急ぐほど減らす燃料増す危険
〈歩行者向け〉

◎手をかそうちっちゃな子供とお年寄り

〈子供向け＞

◎とびだすなあのみちこのみちこうさてん
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（単位：千円）昭和50年度各会計予算（案）

新
年
度
予
算

般
・
特
別
で
二
十
億
円
の
巨
額
に

　
　
　
　
　
　
十
三
日
に
は
、
全
会
計
が
成
立
見
込
み

　
新
年
度
予
算
の
原
案
が
ま
と
ま
り
、
先
月
二
十

八
日
か
ら
招
集
の
定
例
会
で
審
議
中
で
す
。

　
議
会
の
会
期
は
、
今
月
二
十
九
日
ま
で
の
三
十

一
日
間
、
招
集
初
日
に
は
、
予
算
に
関
連
す
る
各

種
条
例
の
制
定
、
改
正
を
主
と
し
て
お
り
、
こ
の

中
で
は
、
国
保
の
助
産
費
や
葬
祭
費
の
増
額
な
ど

が
目
に
つ
き
ま
す
。

　
新
年
度
予
算
は
、
一
般
、
特
別
の
各
会
計
と
も

会計区分 本年度 前年度 比　　較 対前年比

一　般　会　計 1，444，888 987，000 457，888 14丘4男

国保事業会計 237，257 178，913 58，344 132．6

〃　施設会計 42，151 33，334 8，817 126．5

農業共済会計 51，544 42，751 8，793 120．6

仙田へき診会計 10，107 7，936 2，171 127．4

歯　科　診会計 15，038 12，109 2，929 124．2

簡易水道事業 14，761 25，477 △10，716 57．9

水道事業会計 179，570 74，242 105，328 214．9

合　　　　　　計 1，995，316 1，361，762 633，554 146．5

四
日
に
町
長
の
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
以
後
引
続
い
て
総
括
質
疑
や
、
委
員
会
で
の

細
部
審
査
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
十
三
日
に

は
全
会
計
と
も
成
立
す
る
手
は
ず
と
な
っ
て
い
ま

す
。　
各
会
計
の
予
算
案
は
、
別
掲
の
と
お
り
で
す
。

お
っ
て
細
部
は
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
が
、
一

般
会
計
の
主
な
事
業
は
、
別
掲
の
と
お
り
で
す
。

“
一
般
会
計
“

節
約
の
中
に
も
、
最
大
限
の

積
極
予
算

　
一
般
会
計
の
総
額

は
、
十
四
億
四
千
四

百
八
十
八
万
八
千
円
、

前
年
度
当
初
の
九
億

八
千
七
百
万
円
に
く

ら
べ
、
四
＋
六
、
四
パ

ー
セ
ン
ト
と
い
う
大

幅
な
伸
ぴ
と
な
り
ま

し
た
。深
刻
な
不
況
に
加

え
、
著
し
い
物
価
の

上
昇
な
ど
が
、
国
・

地
方
を
問
わ
ず
予
算

編
成
を
難
行
さ
せ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
影

響
を
ま
と
も
に
受
け

て
、
歳
入
財
源
が
極

度
に
低
下
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

歳
出
面
で
の
事
業
費
の
伸
ぴ
が
大
き
く
、

今
ま
で
と
ち
が
っ
て
調
整
に
苦
労
し
た

予
算
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
今
年
の
特

徴
と
言
え
る
よ
う
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
四

十
九
年
同
様
、
総
需
要
抑
制
を
打
ち
出

し
、
硬
直
し
つ
つ
あ
る
財
政
面
打
開
に

っ
と
め
て
お
り
、
町
と
し
て
も
同
一
歩

調
を
と
っ
た
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
の
原
案
作
成
に
至
る
過
程
を
見

ま
す
と
、
各
課
か
ら
の
要
求
総
額
は
約

十
六
億
一
千
万
円
、
対
す
る
歳
入
は
、

十
二
億
六
千
万
円
で
あ
っ
て
、
そ
の
開

き
は
三
億
五
千
万
円
と
大
き
な
も
の
で

し
た
。

　
再
三
の
査
定
に
よ
っ
て
、
歳
出
は
極

力
切
り
つ
め
、
歳
入
は
最
大
限
見
積
っ

て
原
案
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
歳
入
に
あ
っ
て
は
、
町
税
・
地

方
交
付
税
、
町
債
な
ど
の
自
主
財
源
を

限
度
以
上
に
見
積
っ
て
お
り
、
今
後
の

補
正
財
源
ま
で
も
、
す
で
に
当
初
に
く

い
つ
く
し
て
い
る
と
い
う
、
苦
し
い
編

成
の
あ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
ま
た
、
歳
出
で
も
建
設
事
業
や
、
福

”
条
例
改
正
“

祉
重
点
の
積
極
予
算
と
す
る
反
面
、
昨

今
、
マ
ス
コ
ミ
で
論
議
を
か
も
し
て
い

る
人
件
費
の
節
減
の
た
め
、
町
長
以
下

職
員
の
手
当
に
つ
い
て
一
部
頭
う
ち
に

し
た
い
と
い
う
苦
肉
の
策
も
検
討
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

助
産
費
四
万
円
、
葬
祭
費

に
増
額

　
次
の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

〔
制
定
〕
　
　
一
件

○
川
西
町
印
鑑
条
件
（
別
掲
）

〔
一
部
改
正
〕
　
十
五
件

O
職
員
の
給
与
条
例
　
○
職
員
の
旅
費

支
給
に
関
す
る
条
例
　
O
議
会
議
員
の

報
酬
及
ぴ
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
、

O
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
　
O
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
ぴ
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

万
五
千
円

例
　
O
町
職
員
の
定
数
条
例
　
O
町
公

民
館
の
設
置
条
例
　
O
総
合
セ
ン
タ
ー

分
館
の
設
置
及
ぴ
管
理
に
関
す
る
条
例

○
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
ぴ
災
害
援
護

資
金
の
貸
付
に
関
す
る
条
例
　
O
町
工

場
誘
致
条
例
　
○
町
営
住
宅
条
例
　
O

国
民
健
康
保
険
条
例
　
○
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
使
用
条
例
　
O
老
人
憩
の
家
設

置
及
ぴ
管
理
等
に
関
す
る
条
例
　
○
仙

田
学
校
給
食
共
同
調
理
場
条
例

般
会
計
主
な
る
事
業

【
総
務
費
】

　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入

　
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
建
設

【
民
生
害
臼

　
敬
老
祝
金

　
老
人
医
療
費
扶
助

　
児
童
絵
本
配
布

　
保
育
所
建
設
（
仙
田
）

　
同
備
品
購
入

【衛生費

】

　
へ
き
地
医
薬
品
配
布

　
成
人
病
検
診

　
妊
産
婦
乳
児
医
療
費
扶
助

　
防
疫
薬
剤
配
布

　
妊
婦
乳
児
検
診

【
農
林
水
産
業
費
】

　
有
線
放
送
事
業
補
助

　
小
規
模
土
地
改
良
事
業
補
助

　
第
二
次
構
造
改
善
事
業

　
林
道
開
設

【商工費

】

　
野
口
・
自
倉
観
光
道
路
舗
装

　
節
黒
城
・
二
六
公
園
整
備

【
土
木
費
】

（単位：円）

母
子
セ
ン
タ
ー
入
所
料

区　　分 改　正　前 改　正　後

分娩料
1件　　脇000
双生児加算6，000
深夜加算　1，000

1件　　　15，000
双生児加算6，000
深夜加算　2，000

もく浴料 1人1日　　300 1人1日　　500

入　所　料 1日　1，500 1日　2，000

特別入所料 1日　1，500 1日　2，000

管外加算料 1日　1，500 1日　2，000

　
こ
れ
に
よ
り
、
国
保
の
助
産
費
が
四

月
か
ら
四
万
円
に
、
葬
祭
費
は
一
万
五

千
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

老
人
憩
の
家
の
使
用
料
が
、
町
内
老
人

に
限
り
無
料
と
な
っ
た
ほ
か
、
母
子
セ

ン
タ
ー
の
使
用
料
が
別
表
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
道
路
補
修
（
四
件
）

　
町
道
改
良
（
十
件
）

　
同
　
舗
装
（
六
件
）

　
深
瀬
橋
新
設
工
事

【消

防
費
】

　
広
域
消
防
負
担
金

【教育費

】

　
川
中
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

　
同
寄
宿
舎
建
設

　
幼
稚
園
舎
建
設

【
災
害
復
旧
費
】

　
農
業
用
施
設
災
（
二
十
六
件
）

　
農
地
復
旧
　
　
（
四
件
）

　
公
共
土
木
災
（
三
件
）
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況状の算決計会業事道水易簡

、

歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出 収　　　　　　　　　　支
科　　　　　　　目 決算額 科　　　　　　　目 決算額
1．分　担　金　負　担金 8，930，000円 1．総　　　　務　　　　費 0円 歳入　歳　出　差　引　額 △4，414，107円

2．使用料及び手数料 2，808，135 2．維　持　　管　理　費 1，614，257 繰越又は支払繰延等 0
3．国　庫　　支　出　金 8，200，000 a建　設　　事　業　費 39，555，780 実　　質　　収　　支　　額 △4，414，107

4．繰　　　　入　　　　金 10，483，669 4．公　　　　債　　　　費 3，199，577 他会計よ　り繰入金 10，483，669

5．諸　　　　収　　　　入 150，000 5．予　　　　備　　　　費 0 再　差　引　収　支　額 △14，897，776

丘町　　　　　　　　債 20，600，000 6．繰　上　　充　用　　金 11，216，297

歳　　入　　合　　計 51，171，804 歳　　出　　合　　計 55，585，911

況状の算決計会業事済共業農

歳　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　出 収　　　　　　　　支
科　　　　　　　　目 決算額 科　　　　　　　　目 決算額

共
済
勘
定
収
入

1．掛金交付金及び補助金 4，561，983円
共
済
勘
定
支
出

1．保　　　　険’　　　料 330，162円 歳入歳出差引額 19，334，885円

2．保　　　　険　　　　金 601，869 2．共　　　　済　　　　金 1，254，241 支払準備金積立額 0
3．連　合　会無事戻金 493，962 3．無　　事　　戻　　金 1，619，793 責任準備金積立額 0
4．繰　　　　入　　　　金 0 4．繰　　　　出　　　　金 2，900，000 繰　　　入　　　金 6，100，000

5．諸　　　　収　　　　入 0 5・予　　　　備　　　　費 0 繰　　　出　　　金 0
6．繰　　　　越　　　　金 16，612，689 再差引収支額 13，234，885

計 22，270，503 計 6，104，196

業
務
勘
定
収
入

1．賦　　　　課　　　　金 597，028

業
務
勘
定
支
出

1．総　　　　務　　　　費 12，243，495 積　　　立　　　金

2．県　　　支　　出　　金 7，748，000 2．業　　　　務　　　　費 4，628，571 法　定　積　立　金 5，504，997

3．分担金及び負担金 1，367，510 3．連　合　会　支　出　金 116，980 無事もどし積立金 4，660，104

4．財　　　産　　　収　　入 6，000 4・予　　　　備　　　　費 0 特　別　積　立　金 6，036，506

5．繰　　　　入　　　　金 6，100，000 計 16，201，607

6．諸　　　　収　　　　入 1，146，924

7．繰　　　　越　　　　金 3，192，162

計 20，157，624 計 16，989．046・

4
月
－
日
か
ら

印
鑑
証
明
事
務
が
か
わ
り
ま
す

　
　
　
“
切
替
登
録
”
お
早
目
に

　
四
月
一
日
か
ら
、
印
鑑
証
明
の
事
務
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
印
鑑
の
登
録
を
七
て
あ
る
人
も
こ
の
改
正
に
よ
り
、
改
め
て
登

録
（
切
替
登
録
）
を
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
、
四
月
一
日
以
降
最
初
に
印
鑑
証
明
を
受
け
に
来
ら
れ
る
と
き
は

必
ず
登
録
す
る
印
鑑
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

　
以
下
改
正
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
改
正
さ
れ
た
理
由

一
、
全
国
同
じ
方
法
に
な
り
ま
す
。

　
今
ま
で
全
国
各
市
町
村
独
自
の
方
法

本
人
確
認
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
印

鑑
事
務
に
つ
い
て
は
、
こ
の
証
を
持
っ

て
い
る
人
は
本
人
で
あ
る
と
み
な
さ
れ

ま
す
。

で
あ
っ
た
印
鑑
証
明
制
度
が
、
こ
の
改
※
印
鑑
証
明
は
、
こ
の
証
を
持
参
し
な

正
に
よ
り
全
国
的
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

二
、
不
正
使
用
を
防
止

　
印
鑑
証
明
書
は
、
特
に
不
動
産
や
金

融
と
の
関
連
が
深
く
、
不
正
使
用
さ
れ

た
場
合
は
思
わ
ぬ
悲
劇
と
な
り
ま
す
。

　
不
正
使
用
の
防
止
は
、
皆
さ
ん
の
自

覚
が
大
切
で
す
が
、
制
度
の
上
か
ら
も

　
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
代
理
人
に
頼
む
と
き
は
、
こ
の
証
を

　
持
た
せ
て
く
だ
さ
い
。
　
（
委
任
状
は

　
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　
こ
の
よ
う
に
重
要
な
役
目
を
持
つ
も

の
で
す
か
ら
、
実
印
と
同
様
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
ー
も
し
、
な
く
し
た

防
止
で
き
る
し
く
み
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
と
き
は
、
電
話
等
で
す
ぐ
に
係
に
連
絡

三
、
利
用
す
る
人
の
便
利
を
考
え
る
。

　
新
し
い
制
度
の
基
本
的
な
考
え
方
は

「
登
録
は
厳
格
に
、
証
明
は
簡
単
に
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
証
明
を
受
け
る
と
き
は
「
大
事
な
実

印
を
持
ち
歩
か
な
く
て
も
よ
い
」
　
「
代

理
人
に
頼
む
と
き
も
委
任
状
が
い
ら
な

い
」
　
「
窓
口
で
の
待
ち
時
間
が
短
縮
さ

れ
る
」
等
大
変
便
利
に
な
り
ま
す
。

◎
主
な
改
正
点

一
、
印
鑑
登
録
証
が
渡
さ
れ
ま
す
。

　
印
鑑
を
登
録
す
る
と
『
印
鑑
登
録
証
」

を
お
渡
し
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
後
の

し
て
く
だ
さ
い
。
不
正
使
用
防
止
の
た

め
役
場
で
は
、
そ
の
印
鑑
の
証
明
は
発

行
を
停
止
し
ま
す
。

昌
、
複
写
式
（
コ
ピ
ー
）
の
証
明
書
に
な

り
ま
す
。

　
正
確
か
つ
迅
速
な
証
明
方
法
と
す
る

た
め
、
印
鑑
登
録
原
票
を
複
写
し
た
も

の
を
証
明
書
と
し
て
発
行
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
　
「
ま
ち
が
っ
た
印
鑑
」

や
「
偽
造
さ
れ
た
印
鑑
」
を
証
明
す
る

心
配
は
、
ま
っ
た
く
な
く
な
り
ま
す
。

◎
印
鑑
登
録
か
ら
印
鑑
証

　
明
請
求
ま
で
の
手
続
き

一
、
印
鑑
の
登
録

　
登
録
し
よ
う
と
す
る
印
鑑
を
持
っ
て

住
民
係
窓
ロ
ヘ
、
本
人
が
お
い
で
く
だ

さ
い
。
そ
の
と
き
、
本
人
か
ど
う
か
、

本
人
の
意
思
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
を

確
認
し
ま
す
。
　
（
代
理
人
が
届
け
に
来

た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
と
き
す

ぐ
に
は
印
鑑
証
明
書
の
交
付
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
）

　
本
人
か
ど
う
か
の
確
認
の
た
め
、
免

許
証
や
、
身
分
証
明
書
な
ど
が
あ
る
と

便
利
で
す
。

二
、
確
認
の
た
め
の
照
会

　
そ
の
場
で
本
人
の
確
認
が
で
き
な
か

っ
た
と
き
及
ぴ
代
理
人
が
届
け
に
来
た

場
合
に
は
、
　
「
は
が
き
」
で
照
会
し
ま

す
の
で
、
十
四
日
以
内
に
回
答
書
（
は

が
き
の
「
一
部
）
に
届
出
印
を
押
し
、
本

人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
回
答
書
を

持
参
さ
れ
た
と
き
に
登
録
し
ま
す
。

三
、
印
鑑
登
録
証
の
交
付

　
登
録
の
届
け
が
受
理
さ
れ
る
と
、
印

鑑
登
録
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
次
回
か

ら
は
、
こ
の
登
録
証
を
持
っ
て
来
な
い

と
、
い
か
な
る
場
合
で
も
印
鑑
証
明
の

交
付
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

四
、
印
鑑
証
明
書
の
請
求

　
実
印
は
持
参
す
る
必
要
あ
り
ま
せ
ん
．

印
鑑
登
録
証
を
持
参
し
て
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

　
代
理
人
に
頼
む
と
き
も
、
印
鑑
登
録

証
を
持
た
せ
て
く
だ
さ
い
。
　
（
委
任
状

や
実
印
は
い
り
ま
せ
ん
）

◎
忘
れ
ず
に
登
録
の
切
替

　
え
を

　
現
在
登
録
し
て
あ
る
印
鑑
は
、
五
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
切
替
え
な

い
と
、
登
録
を
取
り
消
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
ま
で
の
都
合
の
よ
い
と
き
（
役
場
へ

来
る
つ
い
で
の
と
き
等
）
に
切
替
え
を

し
て
く
だ
さ
い
。
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総
合
開
発
計
画
ー
3

『
人
』
づ
く
り
を
目
ざ
し

　
　
　
独
立
高
校
や
町
民
体
育
館
の
実
現
へ

四
、

　
町
発
展
の
源
は
「
人
」
づ
く
り
で
あ

る
。
小
中
学
校
の
統
合
は
、
五
十
年
の

一
町
一
中
学
校
で
、
一
応
の
完
了
と
な

る
。
今
後
は
、
時
代
に
即
し
た
施
設
設

備
に
配
慮
を
加
え
、
教
育
環
境
づ
く
り

を
推
進
す
る
。

　
ま
た
、
逐
年
進
学
率
の
向
上
す
る
中

で
、
独
立
高
校
の
実
現
を
は
か
る
と
と

も
に
、
幼
稚
園
の
普
及
に
も
目
を
向
け

た
い
。

ω
幼
児
教
育 高

校
誘
致
と
教
育
資
質
の
向
上

　
　
全
国
的
に
幼
稚
園
就
園
率
は
、
め

　
ざ
ま
し
い
伸
ぴ
で
あ
る
。
町
と
し
て

　
も
こ
の
傾
向
を
ふ
ま
え
、
児
童
福
祉

　
と
合
理
的
な
調
整
を
行
い
つ
つ
、
幼

　
稚
園
の
設
置
を
基
幹
集
落
単
位
に
保

進
す
る
。

③
小
中
学
校
教
育

　
　
「
す
ぐ
れ
た
教
師
と
快
適
な
校
舎

　禦難

「
1
統
合
目
前
の
川
西
中
学
校
ー
」

児童・生徒数の推移

　
広
い
グ
ラ
ン
ド
と
恵
ま
れ
た
各
種
教

　
育
設
備
」
の
完
備
を
目
標
に
、
最
適

　
な
教
育
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

③
高
等
学
校

　
　
近
在
に
高
校
数
が
少
な
い
こ
と
が

　
当
町
の
進
学
率
が
低
い
原
因
で
も
あ

　
る
。
と
り
あ
え
ず
は
、
川
西
分
校
の

　
学
級
増
を
重
点
と
し
、
広
域
的
視
野

　
の
中
で
、
独
立
校
へ
の
昇
格
運
動
を

進
め
る
。

⑥
社
会
教
育

　
　
当
町
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
を
社
会

　
福
祉
の
拠
点
と
し
、
住
民
の
茶
の
間

　
と
し
て
開
放
、
生
活
や
地
域
の
課
題

　
に
直
結
し
た
学
級
、
講
座
を
開
設
、

　
平
和
な
町
形
者
づ
く
り
に
努
め
る
。

⑤
社
会
体
育

校名　　年度 49 50 51 52 53 54 55

小
　
　
　
学
　
　
　
校

千　　手 　人
346
　人
347
　人
360
　人
354
　人
351
　人
362
　人
353

上　　野 166 170 175 161 154 147 146
橘 192 180 187 196 189 186 179
仙　　田 143 140 129 134 133 132 i26
小脇（分） 9 9 7 7 8 7 6
高　　倉 20 18 19 21 19 20 13
白　　倉 61 53 42 39 38 32 25
計 937 917 919 912 892 886 848

中
　
学
　
校

川　　西 367 491 480 476 440 441 461
仙　　田 111

｝50年4月川西中学校統合
白　　倉 42

計
、 520 491 480 476 440 441 461

　
町
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
は
、
逐
次
上

昇
の
き
ざ
し
に
あ
る
。

　
専
用
体
育
施
設
の
必
要
性
が
さ
け

ば
れ
て
い
る
中
で
、
近
い
将
来
、
総

（産業振興）画計施実
（単位3千円）

　
合
町
民
体
育
館
の
建
設
が
必
要
で
あ

　
る
。

㈲
文
化
財
の
保
全

　
　
文
化
財
保
護
条
例
制
定
を
機
に
、

事業種目かよぴ名称

概　　算

事業費

（3力年間）

財　源　内　訳　　（3力年間）

第一年度

（昭49年）

第二年度

　（50）

第三年度

　（51）

参　　考

（52～53）
国庫補助 県費補助

町　　　負　　　担　　　額
その他計 一般財源 特定財源 起　　債

産
　
　
　
　
業
　
　
　
　
振
　
　
　
　
興

県営かんぱい
ほ　　場　　整　　備

2，108，700 945，000 874，000 289，700 990，750 55＆975 558，975

第　　　2　　次
農業構造改善

1，114，197 507，293 429，094 177，810 111，087 500，963 3，187 18，737 18，020 717 591，310

土　　地　基　　盤
整　備　　　　業

6，000 2，000 2，000 2，000 6，000 6，000 6，000

農　地　　交　換
分　合　　　　業

3，326 1，226 2，100 1，800 3．舘6 3，326

農道整備事業 昏100 1，600 1，700 1，800 3，600 2，040 2，040 3，060

林　　　　業 67，600 15，000 13，000 39，600 102，800 51，680 9，560 4，560 5，000 6，360

稲　　　　　作 1，650 850 650 150 300 1，650 1，650

畑　　　　　作 10，020 840 840 8，340 7，280 4，875 1，312 3，833 3，833

畜　　　　　産 17，750 15，250 1，250 1，250 16，000 7，000 3，050 3，050 7，700

養　　　　　蚕 3，300 1，100 1，100 1，100 13，200 1，320 1，320 1，980

水　　　　　産 33，705 18，235 15，235 235 470 13，200 4，005 4，005 16，500

経営整備 1，724 1，324 400 200 662 862 862

商　　　　工 20，800 5，600 7，600 7，600 15，200 12，800 12，800 8，㎜

観光施設整備 52，180 12，080 18，700 21，400 6，400 2，400 27，…BO 20，380 7，000 22，400

町観光協会補助 2，700 900 900 900 1，800 2，700 2，700

合　　　　　計 3，448，752 1，527，072 1，367，695 553，985 285，937 1，496，788 638，416 97，263 84，546 717 12，000 1，216，285

町
内
に
あ
る
文
化
財
を
指
定
し
、
民

俗
資
料
館
を
整
備
し
、
そ
の
保
存
活

用
を
は
か
る
。

広
域
消
防
の

　
　
　
職
員
募
集

　
　
　
応
募
は
25
日
ま
で
に

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
の
消
防

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

t
職
種
及
ぴ
人
員

　
　
消
防
士
：
：
：
四
名

2
資
格

　
ω
高
卒
者
ま
た
は
同
程
度
以
上
の

　
　
学
力
を
有
す
る
昭
和
二
十
五
年
四

　
　
月
二
日
か
ら
同
三
十
二
年
四
月
一

　
　
日
ま
で
の
間
に
生
れ
た
男
子
。

　
③
　
品
行
方
正
、
身
元
確
実
で
本
郡

　
　
市
内
に
居
住
可
能
の
こ
と
。

　
③
　
身
長
一
・
五
八
鵬
以
上
、
胸
囲

　
　
は
身
長
の
二
分
の
一
以
上
、
体
重

　
　
五
〇
晦
程
度
以
上
、
視
力
は
両
眼

　
　
で
○
・
八
以
上
一
眼
の
場
合
各
○

　
　
・
五
以
上
（
矯
正
視
力
可
）
で
弁

　
　
色
力
正
常
、
そ
の
他
身
体
強
健
で

　
　
体
質
上
欠
陥
の
な
い
こ
と
。

a
試
験
日

　
　
四
月
六
日
く
日
）

4
手
続
き

　
　
今
月
十
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
に

　
○
受
験
申
込
書
、
○
身
上
調
書
、
○

　
最
終
卒
業
校
の
成
績
証
明
書
、
○
身

　
体
検
査
書
を
次
の
と
こ
ろ
へ
提
出
し

　
て
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〔
提
出
先
〕
十
日
町
職
安
ま
た
は
消

　
防
本
部
（
十
日
町
市
高
田
町
一
）
か

川
西
分
遣
所
へ

　
詳
細
は
、
消
防
本
部
、
川
西
分
遣
所

等
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ヤ



昭和50年3月10日しにわカ』報広｛警霰養易鶉｝（5）第199号

で

…、今年も出かせぎ先を訪問

暉題一一彦
貝フむヌL全

審で・σ

　
町
で
は
、
今
年
も
先
月
二
十
日
か
ら

三
日
間
、
東
京
を
中
心
に
出
か
せ
ぎ
者

の
職
場
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
訪
づ
れ
た
職
場
は
、
出
版
会
社

告
0

や
か
ま
ぼ
こ
工
場
な
ど
の
七
事
業
所
。

　
留
守
家
族
が
つ
づ
っ
た
文
集
や
、
地

慧

①
中
央
社
砂
町
作
業
所
の
人
た
ち

②
中
央
社
　
蔵
前
本
社
の
人
た
ち

③
社
長
夫
妻
を
か
こ
ん
で

　
小
田
原
か
ま
ぼ
こ
工
場

欝

縫
　
　
響

元
新
聞
、
米
菓
な
ど
を
お
み
や
げ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
を
ま
わ
り
、
就
労
状

況
の
聞
き
と
り
ゃ
、
町
の
近
況
の
お
知

ら
せ
、
帰
町
後
の
営
農
指
導
な
ど
で
、

し
ば
し
楽
し
く
懇
談
し
て
来
ま
し
た
。

　
訪
づ
れ
た
職
場
は
、
い
ず
れ
も
毎
年

同
じ
会
社
に
出
か
せ
き
す
る
人
た
ち
、

中
に
は
同
じ
会
社
に
二
十
一
年
と
い
う

ベ
テ
ラ
ン
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ほ
と
ん
ど
仙
田
地
区
の
方
々
で
す
が

数
人
で
同
一
場
所
に
毎
年
出
か
け
る
と

い
っ
た
こ
と
か
ら
、
ど
こ
で
も
家
族
的

な
、
な
ご
や
か
な
ふ
ん
い
気
が
伺
え
、

仙
田
こ
と
ば
ま
る
出
し
で
、
毎
日
が
楽

し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
、
と
い
っ
た
感

じ
で
し
た
。
総
じ
て
伺
え
た
こ
と
は
、

町
特
有
の
人
な
づ
っ
こ
さ
が
、
ど
こ
の

職
場
で
も
受
け
て
い
る
こ
と
、
ね
ば
り

強
く
、
働
き
者
の
人
が
ら
が
重
宝
が
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
、
毎
年
欠
か
さ

ず
来
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
事
業
主
の
声

も
聞
か
れ
た
ほ
ど
で
す
。
　
　
　
　
　
　
ん
ば
り
頑
張
り
ま
す
と
笑
顔
を
見
せ
て

　
全
員
元
気
で
、
春
ま
で
も
う
ひ
と
ふ
　
い
ま
し
た
。

一
…
＝
≡
…
＝
≡
…
一
…
…
≡
一
…
…
…
一
一
≡
≡
＝
…
…
…
…
『
…
…
…
≡
…
＝
…
一
…
…
＝

善
意
あ
り
が
と
う

香
典
返
し
な
ど
四
件

※
中
屋
敷
の
渡
辺
忠
治
さ
ん
か
ら
、
ね

　
た
き
り
の
方
々
に
役
立
て
て
ほ
し
い

　
と
五
万
円
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
渡
辺
さ
ん
は
、
新
聞
配
達
業
五
十
年

　
を
迎
え
健
康
で
働
け
る
こ
と
に
感
謝

　
し
て
贈
っ
て
く
れ
た
も
の
で
す
。

※
田
戸
の
押
木
良
作
さ
ん
か
ら
、
一
月

　
十
八
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
母
ミ
イ
さ

　
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
二
万
円
。

※
田
戸
の
高
橋
勤
さ
ん
か
ら
、
一
月
二

　
十
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
母
ナ
カ
さ
ん

　
の
香
典
返
し
と
し
て
一
万
円
。

※
永
久
公
舎
の
大
久
保
正
恵
さ
ん
か
ら

　
三
千
円
。

　
い
ず
れ
も
社
会
福
祉
に
役
立
て
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
【
二
月
分
】

△
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
高
橋
喜
吉
（
田

戸
）
、
樋
口
栄
助
（
田
戸
）
、
高
橋
千

代
治
（
田
戸
）
、
桑
原
要
雄
（
室
島
）

星
名
ワ
カ
（
田
戸
）

△
主
な
入
手
品
　
田
か
き
道
具
一
式
、

職
人
が
用
い
た
は
ら
掛
け
、
半
も
も
ひ

き
、
玉
子
型
の
ワ
ヅ
パ
、
編
袋
、
紺
屋

の
型
紙
、
明
治
三
十
年
こ
ろ
の
小
学
校

の
読
本
、
む
し
ろ
織
機
一
式
と
小
手
縄

か
や
屋
根
に
使
っ
た
屋
根
針
、
小
千
谷

ち
ぢ
み
織
の
衣
類
と
原
料
の
麻
、
手
打

ち
そ
ば
板
。

税
・
申
告
シ
ー
ズ
ン

　
　
増
え
る

　
　
　
国
税
該
当
者

　
今
や
税
金
申
告
の
最
シ
ー
ズ
、
く

頭
の
痛
い
時
期
で
も
あ
る
。

　
先
月
か
ら
、
今
月
に
か
け
て
、
役

場
で
行
わ
れ
た
所
得
税
の
納
税
相
談

も
、
連
日
超
満
員
の
盛
況
：
：
？
・

　
今
年
は
町
内
で
お
よ
そ
六
百
人
に

納
税
相
談
の
通
知
を
差
し
あ
げ
た
と

い
う
、
そ
の
う
ち
ほ
ぼ
半
数
く
ら
い

の
人
が
、
相
談
に
訪
づ
れ
て
い
る
。

　
税
務
署
で
は
、
最
近
の
納
税
者
の

伸
ぴ
や
、
税
の
民
主
化
の
た
て
ま
え

か
ら
、
納
税
者
の
自
主
申
告
制
を
取

り
入
れ
、
気
軽
な
納
税
相
談
へ
と
イ

メ
ー
ジ
チ
エ
ン
ジ
を
は
か
っ
て
い
る
。

申
告
者
の
意
思
を
尊
重
し
、
納
税

者
が
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
申

告
書
の
記
載
に
あ
た
っ
て
は
、
署
員

が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
と

町
内
さ
イ
ぽ

い
う
方
法
に
切
り
か
え
た
の
だ

と
か
、
と
は
言
っ
て
も
、
不
正

や
、
申
告
も
れ
な
ど
は
、
年
の

途
中
で
更
正
や
修
正
を
行
わ
れ

る
と
い
う
か
ら
、
や
は
り
公
平

な
税
の
た
め
の
き
ぴ
し
さ
は
、

つ
ら
ぬ
か
れ
て
お
り
、
い
ず
れ

に
し
て
も
、
納
税
者
に
は
気
分

の
重
い
時
期
に
か
わ
り
な
い
。

　
今
年
の
場
合
、
前
記
六
百
人

を
単
純
に
平
均
す
る
と
、
町
内

四
世
帯
に
一
人
の
割
合
い
で
所

得
税
の
申
告
を
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
ほ
か
給
与
所
得
者
は

大
部
分
国
税
に
関
係
す
る
の
で

人
数
、
税
額
と
も
に
か
な
り
の

数
に
な
る
こ
と
が
予
想
で
き
よ
う
。

　
ひ
と
こ
ろ
の
経
済
成
長
政
策
の
現

れ
と
も
と
れ
よ
う
が
必
ず
し
も
そ
の

こ
と
だ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　
い
わ
ゆ
る
共
力
せ
き
、
兼
業
化
が

大
き
な
伸
ぴ
を
し
め
し
て
い
る
こ
と

を
見
の
が
せ
な
い
。

　
そ
の
例
と
し
て
、
出
ば
た
所
得
が

圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

給
与
と
他
所
得
の
合
算
に
よ
る
も
の

も
数
多
い
こ
と
で
あ
り
、
反
面
農
業

だ
け
で
は
、
ほ
と
ん
ど
該
当
し
な
い

現
状
で
あ
る
。

　
米
価
の
低
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

兼
業
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
人
並
み
の

生
活
水
準
を
保
て
な
い
と
い
う
、
現

今
の
世
想
が
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い

る
と
痛
感
さ
れ
た
。
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重度身障者を対象に
郵便による

　　　不在者投票制度ができました

身
体
に
重
度

の
障
害
が
あ
る

人
の
選
挙
権
行

使
の
手
段
を
拡

充
す
る
た
め
、

公
職
選
挙
法
等

の
改
正
に
よ
り

「
郵
便
に
ょ
る

不
在
者
投
票
」

の
制
度
が
で
き

ま
し
た
。

こ
の
制
度
は

今
月
一
日
以
降

に
公
示
ま
た
は

告
示
さ
れ
る
選

挙
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
が
、
郵

便
に
よ
る
不
在

者
投
票
に
必
要

な
「
郵
便
投
票

証
明
書
」
の
交

付
は
、
い
つ
で

も
行
つ
て
い
ま

す
の
で
、
町
の

選
挙
管
理
委
員

会
へ
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
準
備
を

進
め
、
貴
重
な
一
票
を
ム
ダ
に
す
る
こ

と
な
く
投
票
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

囹
郵
便
に
よ
リ
不
在
者
投

　
票
が
で
き
る
人

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
人
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
も
の
で
、
次
の
と
お
り
身
体
に

重
度
の
障
害
の
あ
る
選
挙
人
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
戦
傷

　
病
者
手
帳
に
別
表
の
よ
う
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
。

②
前
記
①
に
該
当
す
る
こ
と
が
手
帳

表）（別

手
帳
の

種
　
類

障
害
の
種
類

障
害
の
程
度

身
体
障

害
者
手

両
下
肢
も

し
く
は
体

幹
の
障
害

一
級
も
し

く
は
二
級

帳

心
臓
、
じ

ん
臓
も
し

く
は
呼
吸

器
の
障
害

一
級
も
し

く
は
三
級

戦
傷
病

者
手
帳

両
下
肢
も

し
く
は
体

幹
の
障
害
特
別
項
症

か
ら
第
一

項
症
ま
で

心
臓
、
じ

ん
臓
も
し

く
は
呼
吸

器
の
障
害
特
別
項
症

か
ら
第
三

項
症
ま
で

の
記
載
に
よ
つ
て
明
ら
か
で
な
い
が

知
事
が
、
前
記
①
に
掲
げ
る
障
害
と

同
程
度
の
障
害
で
あ
る
と
認
め
、
書

面
に
よ
り
証
明
し
た
人
。

　
　
郵
便
に
ょ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

　
る
選
挙
人
は
、
］
の
選
挙
の
期
日
前
四

　
日
ま
で
に
、
ω
所
定
の
様
式
に
よ
る

　
申
請
書
に
本
人
が
署
名
し
、
町
の
選

　
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て
く
だ
さ

　
い
。

②
投
票
用
紙
・
投
票
用
封
筒
の
交
付

　
　
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
郵
便

　
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

　
で
き
る
選
挙
人
と
認
め
た
と
き
は
、

　
た
だ
ち
に
、
投
票
用
紙
及
ぴ
投
票
用

　
封
筒
を
郵
送
に
ょ
り
交
付
し
ま
す
。

③
投
　
票

　
　
投
票
用
紙
等
の
交
付
を
受
け
た
選

　
挙
人
は
、
そ
の
現
在
す
る
場
所
で
、

　
投
票
用
紙
に
自
か
ら
候
補
者
一
人
の

　
氏
名
を
記
載
し
、
投
票
用
封
筒
に
入

　
れ
、
封
筒
の
表
面
に
所
要
の
記
載
を

　
す
る
と
と
も
に
署
名
し
、
他
の
封
筒

戸
籍
の
し
く
み

　
戸
籍
は
、
一
組
の
夫
婦
と
そ
の
子

供
を
単
位
と
し
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。

“
子
供
が
生
ま
れ
る
と
、
そ
の
子
は

父
母
の
戸
籍
に
入
り
ま
す
。
そ
し
て

子
供
が
成
長
し
て
結
婚
す
る
と
、
父

母
の
戸
籍
か
ら
出
て
、
新
し
く
夫
婦

で
一
つ
の
戸
籍
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　
婚
姻
に
よ
っ
て
新
た
に
夫
婦
の
戸

籍
を
つ
く
る
と
き
は
、
夫
の
氏
を
名

の
る
か
、
妻
の
氏
を
名
の
る
か
を
決

め
て
届
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
夫
の
氏
を
名
の
る
場
合
は
」
戸
籍

の
最
初
に
夫
が
記
載
さ
れ
、
次
に
妻

が
記
載
さ
れ
ま
す
。
最
初
に
記
載
さ

れ
た
も
の
を
筆
頭
者
と
い
い
ま
す
。

　
筆
頭
者
が
死
亡
し
た
と
し
て
も
、

筆
頭
者
で
あ
る
こ
と
に
は
か
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。

戸
籍
の
は
な
し
⑤

　
　
　
『

に
入
れ
て
、
早
目
に
町
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
用
軽
油

　
　
免
税
証
を
出
張
交
付

囹
投
票
に
は
郵
便
投
票
証

　
明
書
が
必
要

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
人
は
、
町
の
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
交
付
申
請
は
、
所
定
の
様
式
の
申
請

書
に
本
人
が
署
名
し
、
前
記
の
手
帳
ま

た
は
知
事
が
証
明
し
た
書
面
を
添
付
し

て
申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
証
明
書
は
、
発
行
の
日
か
ら
四

年
間
有
効
で
す
の
で
、
手
帳
と
い
っ
し

ょ
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

囹
投
票
の
手
続
き
は

　
投
票
手
続
き
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

①
投
票
用
紙
・
投
票
用
封
筒
の
請
求

　
十
日
町
財
務
事
務
所
で
は
、
農
業
用

軽
油
の
免
税
証
を
出
張
交
付
し
ま
す
。

一
、
期
日
　
三
月
二
十
六
日
十
時
～
三
時

昌
、
場
所
　
役
場
四
階
小
会
議
室

爺
、
申
請
に
必
要
な
書
類

ω
個
人
申
請

　
　
イ
印
鑑

　
　
ロ
耕
作
面
積
証
明
書

　
　
ハ
使
用
機
械
の
証
明
書
（
所
有
証

　
　
　
明
、
借
用
証
明
）
ま
た
は
カ
タ

　
　
　
・
グ
等

③
共
同
申
請

　
　
イ
共
同
使
用
者
全
員
の
印
鑑

　
　
ロ
耕
作
面
積
証
明
書

　
　
ハ
使
用
機
械
の
証
明
書
（
個
人
申

　
　
　
請
に
同
じ
）

　
以
上
は
新
規
の
場
合
で
す
が
、
継
続

の
場
合
は
、
免
税
軽
油
使
用
者
証
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
2
．
．
8
．
．
．
9
．
9
口
．
．
＠

〔
仙
田
地
区
〕
　
三
月
一
日
か
ら

O
中
仙
田
・
南
雲
哲
治
、
○
室
島
・
桑

原
要
雄
、
○
小
脇
・
斉
木
利
栄
、
O
高

倉
・
高
橋
栄
一
、
O
藤
沢
・
茂
野
守
平

O
田
戸
・
押
木
二
吉
、
O
越
ケ
沢
・

星
名
太
平
治
、
○
赤
谷
・
登
坂
敬
恒
、

O
岩
瀬
・
金
子
権
三
郎
、
○
大
倉
・
中

條
石
平
（
四
月
一
日
か
ら
）
、
O
大
自

倉
・
桐
生
征
之
介
、
O
小
自
倉
・
田
中

茂
夫

納
税
メ
モ

　
三
月
は
、
納
税
に
関
す
る
い
ろ

い
ろ
の
こ
と
が
行
わ
れ
る
月
で
す
。

　
所
得
税
、
事
業
税
、
町
県
民
税

の
申
告
書
提
出
期
限
が
十
五
日
限

り
で
あ
り
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧
が
二
十
日
で
し
め
切
ら
れ

ま
す
．

　
四
月
一
日
は
、
軽
自
動
車
税
の

賦
課
期
日
に
な
り
、
当
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
異
動
の
あ
っ
た
人
は
、
早
目
に

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
四
月
は
、
固
定
資
産
税
の
第
一

期
分
の
納
期
と
な
り
ま
す
。
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ご
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満
に

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

佐
藤
富
幸

瀧
澤
順
子

樋
口
好
一
郎

西
村
律
子

南
雲
達
一

阿
部
ム
ツ
子

藤
沢

＋
日
町
か
ら

秋田大上
野阪
か
ら

中田
か
ら

う
ぶ
声
t
お
す
こ
や
か
に

茂
野
恵
利
子

高
橋
祥
子

山
田
美
奈
子

小
林
清
美

正敬幸實
夫一司

長長長長
女女女女

木仁沖室

島田立島

村
越
　
真

上
村
由
香
里

藏
邑
紀
子

藤
巻
美
保

上
村
桂
司

藤
田
佳
奈
衣

田樋丸星
中口山野

優優裕幸
子美子子

嘉
一
郎
四
女
野
口

喜
芳
長
女
上
野

幸
雄
長
女
霜
条

孝
一
　
長
女
発
電
所
通

正
昭
長
男
元
町

逸
雄
長
女
根
深

徳
治
二
女
野
口

満
　
長
女
高
原
田

恵
美
　
長
女
発
電
所
通

正
信
長
女
小
自
倉

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

星
名
林
平

村
越
右
左
治

村戸田喜滋
越田畑多野

ノト周傳サ
ブヨ藏吉イ

野新元四野野田
　町　郎
口新町兼口口戸
　田

八八七七七六五
七六五五三六九

　
　
《

俳劣

藤

　
　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

干
布
団
春
日
を
抱
い
て
猫
ね
む
る

切
り
干
し
の
乾
く
縁
側
あ
た
た
か
き

春
雪
に
ふ
く
ら
み
そ
め
し
柳
の
芽

種
子
洗
う
先
づ
手
初
め
の
新
品
種

初
午
や
面
売
る
店
に
子
等
た
か
り

　
　
　
　
　
　
小
自
倉
片
桐
玉
章

雑
草
の
中
に
た
ん
ぼ
ぼ
芽
立
ち
あ
り

牛
鳴
い
て
村
の
花
菜
の
美
し
き

湯
治
客
そ
ぞ
ろ
出
て
摘
む
蕗
の
墓

ダ
ム
と
な
る
四
五
戸
の
村
や
山
桜

朝
寒
や
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
人
だ
か
り

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
仙
蒼
子

昨
日
よ
り
太
り
し
氷
柱
寒
の
あ
け

　
　
　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

春
ら
し
き
日
の
続
き
し
に
戻
り
冬

や




